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概要：オープンソースソフトウェア（OSS）の持続性に関して様々な研究が行われている．しかし，OSS

プロジェクトに参加する理由に関する研究は存在しても，OSS プロジェクトを辞める理由に関する研究
は存在しない．そこで，本研究では辞める理由を知るため，中断したプロジェクトのリーダに対してアン
ケート調査を実施した．
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1. はじめに

オープンソースソフトウェア（OSS）は，個人のみなら
ず企業でも広く利用され重要性が増してきている．しか
し，OSSの導入をためらう企業が存在することも事実であ
る [7]．その理由の 1つとして，「OSSの開発・メンテナン
スがいつ終了するかわからない」という課題がある．その
ため，様々な論文 [2, 5]でOSSの持続性について研究が行
われている．
持続性の研究では，成功・持続しているプロジェクトを
対象とし，その要因を探す研究が多い．また，開発者を対
象とし OSSプロジェクトへの参加の動機 [4, 6]などを研
究しているものもある．しかし，その一方で，OSS プロ
ジェクトが終わる理由についてはあまり研究が行われてい
ない．そこで，本稿では，OSSプロジェクトが中断する理
由を明らかにするため，中断したプロジェクトの開発者に
対してプロジェクトを辞めた理由についてアンケート調査
を実施し，その結果を示す．

2. アンケート調査の概要

本稿で行ったアンケート調査の概要について述べる．
対象プロジェクト：本稿では GitHubに公開されているプ
ロジェクトのうち，最後のコミットから 1年以上経過して
いるプロジェクトを中断したプロジェクトとし，それらの
プロジェクトからランダムに選択し対象とした．また，プ
ロジェクトの開発状況により傾向が異なる可能性があるの
で，開発期間をもとに 3つのグループ（Short: 1年未満，
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Medium: 1年以上 3年未満，Large: 3年以上）に分けて
いる．ここで，開発期間は，最初のコミットから最新のコ
ミットまでの期間とする．
対象開発者：本稿では，特にプロジェクトに対して大きな
影響を与えるとして，プロジェクトのリーダを対象にア
ンケート調査を実施した．ここでプロジェクトリーダは
GitHub上のリポジトリのオーナーとした．
アンケート内容：本稿で行ったアンケート内容は 2つであ
る．まず初めに該当するプロジェクトの目的をたずねた．
これは，GitHubのリポジトリにはソフトウェア開発以外
の目的のリポジトリも存在するためである．プロジェクト
の目的には，Kalliamvakouらの分類 [3]を用い，“Software
Development”，“Experimental”，“Storage”，“Academic”，
“Web”，“Others”とした．
次に，目的が “Software Development”であったプロジェ
クトのプロジェクトリーダに対して辞めた理由をたずね
た．選択肢は “十分に開発し，バグがあれば修正を行う”，
“興味が無くなった”，“そのプロジェクトのための時間が
取れない”等の 8つとした．

3. アンケート調査の結果

673人のプロジェクトリーダに対してアンケートを送付
し，101人から回答を得た（15.1%）．開発期間ごとの内訳
は，Short: 30件，Medium: 29件，Large: 42件であった．
プロジェクトの目的は，“Software Development” が

61.8%と最も多かった他，おおよそ，Kalliamvakou らの
マニュアル分析による結果の分布と同様となった（図 1）．
また，期間毎に見ると，開発期間が長くなるほど，“Exper-
imental”が減るという傾向も見られた．
また，プロジェクトを辞めた理由では，“十分に開発し
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図 1 プロジェクトカテゴリの全体での内訳

たため”という理由が 38.8%で最も多く，“時間が取れなく
なった”が 28.4%，“興味が無くなった”が 14.9%と続いた
（図 2）．期間毎では，開発期間が長くなるほど，“十分に開
発したため”という理由が増えていった．一方で，“時間が
取れなくなった”や “興味が無くなった”という理由に関し
ては，開発期間とは関係なく，各期間で同程度に見られた．
これらの理由の他には，“他に良いプロジェクトが存在
するため”や “依存しているソフトウェアが使えなくなっ
た”，“資金が切れた”という理由があげられた．
これらの結果から，十分に開発が行われたプロジェクト
の場合，コミットがされておらず，中断したプロジェクト
の様に見えるが，実際はバグがあれば修正を行うといった
プロジェクトが多く存在することがわかった．既存の持続
性に関する研究では，コミットが無い期間などを用いてプ
ロジェクトの継続・中断を判断しており，このようなプロ
ジェクトは中断したプロジェクトとして扱われてきた．し
かし，今回のアンケート調査の結果から，このようなプロ
ジェクトを上手く扱って評価を行う仕組みが必要であると
考える．
また，プロジェクトを辞めた理由として最も多かったの
は “時間が取れなくなった” や “興味が無くなった” であ
り，合わせて 43.3%のプロジェクトリーダがこれらの理由
でプロジェクトを辞めている．これは，非常に個人的な理
由であり，何らかの方法で予測することは難しい．このこ
とから，実証的に検証はされていないが，アジャイルの分
野で経験的に語られている Truck Factor [1]のように，十
分にプロジェクトを理解している開発者がどの程度そのプ
ロジェクトに居るのかは継続性に重要な影響を与えると思
われる．

4. おわりに

本稿では，中断したプロジェクトのリーダに対してプロ
ジェクトを辞めた理由についてアンケート調査の結果を示
した．本稿の結果から，中断しているように見えるが，実
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図 2 辞めた理由の内訳

際はバグ修正のみに対応しているといったような OSSプ
ロジェクトが多く存在することがわかった．そのため，中
断したプロジェクトについて理解することにより，持続性
についてもより理解が進む可能性があることが明らかに

なった．
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